
人も まちも 元気に!
暴走する安倍政権に、
　　大田からストップ!
大田区議会議員

清水 菊美

よく聞き、 提案、 即行動

現場の声を区政に届
けて３期12年

ご意見・ご要望をお寄せください
清水菊美生活相談所 電話 03－3766－2630 Fax 03－3766－2904
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区民の声を区政に届ける―― 清水菊美の　　　　　日記き く み み



清水菊美のきくみみ日記①

　

３
期
12
年
、
ご
支
援
を
う
け
て
区
議
会
議
員
と
し
て
働
い

て
き
ま
し
た
。
特
養
ホ
ー
ム
や
認
可
保
育
園
増
設
、
中
小
企

業
支
援
な
ど
区
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
前
進
さ
せ
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
多
く
の
生
活
相
談
に
か
か
わ
る
ご
と
に
、

あ
た
り
前
に
幸
せ
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
な
い
冷
た
い
政
治

を
何
と
し
て
も
変
え
た
い
の
思
い
を
さ
ら
に
強
く
し
て
い
ま
す
。

　

い
ま
、
安
倍
暴
走
政
権
の
下
で
、
区
民
は
消
費
税
増
税
、
医
療
・
介
護
・
子
育

て
・
教
育
な
ど
の
負
担
増
、
物
価
値
上
げ
の
中
、
給
料
は
上
が
ら
ず
、
年
金
は
下

が
り
、
き
び
し
い
暮
ら
し
が
続
い
て
い
ま
す
。
大
企
業
優
先
で
中
小
・
零
細
業
者

の
廃
業
が
増
え
、
大
田
区
の
景
気
は
落
ち
込
ん
だ
ま
ま
で
す
。
一
方
で
自
民
・
公

明
・
民
主
の
「
オ
ー
ル
与
党
」
区
政
は
空
港
の
拡
大
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
だ
の
み
の

駅
前
開
発
、「
蒲
蒲
（
か
ま
か
ま
）
線
」、
空
港
跡
地
開
発
に
多
額
の
税
金
を
投
入

し
て
い
ま
す
。

　

私
は
区
民
の
暮
ら
し
や
福
祉
、
防
災
対
策
を
最
優
先
に
し
、
中
小
・
零
細
商
工

業
支
援
に
全
力
で
が
ん
ば
り
ま
す
。 

清
水
菊
美

　
「
夫
を
介
護
し
て
い
る
が
、
私
も
体
が
悪
く

も
う
限
界
、
特
養
ホ
ー
ム
に
申
し
込
ん
で
も
１

０
０
人
以
上
の
順
番
待
ち
と
い
わ
れ
た
、
ど
う

し
た
ら
い
い
の
か
」
と
言
う
涙
な
が
ら
の
相
談

や
、「
近
所
の
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
の
認
知

症
が
進
ん
で
い
る
。
何
と
か
し
て
あ
げ
て
」
な

ど
の
依
頼
が
後
を
絶
た
ず
、「
だ
れ
で
も
入
れ
る

特
養
ホ
ー
ム
の
増
設
が
何
と
し
て
も
必
要
」と
、

奮
闘
し
て
き
ま
し
た
。

入
所
待
ち
で
苦
し
む
人
の
声
を
聞
い
て

４
年
間
で
特
養
ホ
ー
ム

５
ヶ
所
実
現

解体工事中の特養ホーム建設予定地（萩中）



清水菊美のきくみみ日記②

　
「
な
ぜ
保
育
園
に
入
れ
な
い
の
」「
保
育
園
に
預
け
な
い
と
働
け
な
い
」「
１
ヶ
月
10
万

円
以
上
の
民
間
保
育
所
の
保
育
料
な
ど
出
せ
な
い
」
と
い
う
涙
な
が
ら
の
相
談
が
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
。
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
喜
び
や
希
望
を
打
ち
砕
く
よ
う
な
大
田
区
政
を
「
な
ん

と
し
て
も
変
え
た
い
」。
清
水
菊
美
区
議
は
待
機
児
解
消
の
た
め
に
は
認
可
保
育
園
（
所

得
に
応
じ
た
保
育
料
、
資
格
の
あ
る
保
育
士
の
配
置
、
園
庭
や
調
理
室
が
あ
る
）
の
増
設

で
こ
そ
と
、
繰
り
返
し
取
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。
マ
マ
・
パ
パ
の
異
議
申
し
立
て
な
ど
の

運
動
の
輪
も
大
き
く
広
が
り
、「
待
機
児
の
解
消
は
認
証
保
育
所
や
保
育
マ
マ
で
」
と
言

っ
て
い
た
区
の
態
度
を
変
え
さ
せ
て
、
認
可
保
育
園
21
ヶ
所
増
設
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
区
は
、
引
き
続
き
６
０
０
人
分
の
増
設
を
表
明
し
ま
し
た
。

公
有
地
の
活
用
・
萩
中
に
実
現

　
国
税
局
宿
舎
跡
地
の
活
用
を
、
共
産
党
国
会
議
員
団
と
連
携
し
、
財
務
省
な
ど
と
何
度

も
交
渉
の
結
果
、
萩
中
に
新
し
い
特
養
ホ
ー
ム
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

小
規
模
特
養
ホ
ー
ム
・
西
馬
込
に
誕
生

　
土
地
を
確
保
し
や
す
い
30
人
以
下
の
小
規
模
特
養
ホ
ー
ム
の
建
設
を
提
案
し
、
西
馬
込

と
矢
口
に
建
設
が
決
ま
り
ま
し
た
。

マ
マ
・
パ
パ
の
願
い
聞
き
、粘
り
強
く
提
案
し
続
け

認
可
保
育
園
₂₁
ヶ
所

 

（
１
３
０
０
人
分
）増
設

改築され定員増となった森ヶ崎保育園にて

　希望するすべての子どもが
入れるよう保育所を増設し、
「安心して子どもを産み育て
られる大田区政を｣ の願いは
切実です。働きながら子育て
され、区議として12年間保育
制度の拡充を高く掲げてこら
れた清水菊美さんだからこそ、
保育・子育ての願いを託せま
す。すべての子どもが笑顔あ
ふれる大田区にしてください。
 なかよし保育園　園長
 和泉 明子



清水菊美のきくみみ日記③

大
田
区
か
ら
町
工
場
の
技
術
力
を

消
し
て
は
な
ら
な
い

い
ま
こ
そ
、商・工・建
設
業
の

支
援
に
も
全
力

防
災
・
安
全
・
安
心
の
ま
ち
へ

区
民
の
運
動
と
力
を
合
わ
せ
て
実
現
！

■ 　
今
ま
で
調
査
の
対
象
外
と
な
っ
て
い
た
区
内
３
人
以

下
の
業
者
も
含
め
、
す
べ
て
の
事
業
所
実
態
調
査
を
実

現
さ
せ
ま
し
た
。

■ 　
新
製
品
開
発
支
援
事
業
の
推
進
に
よ
り
、
区
内
の
小

型
風
力
発
電
開
発
グ
ル
ー
プ
へ
の
助
成
金
が
支
給
さ
れ

ま
し
た
。

■ 　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
発
行
に
よ
り
、
商
店
街
の

売
り
上
げ
増
で
、
地
元
の
消
費
を
後
押
し
。

■ 　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
予
算
を
倍
化
、
区
内

建
設
業
者
の
仕
事
増
を
実
現
。

「
こ
の
公
園
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
」

大
田
区
で
初
の
防
災
公
園
実
現

　
東
糀
谷
防
災
公
園
は
、
鮫
洲
運
転
免
許
試
験
場
の
移
転

計
画
に
対
し
「
車
に
よ
る
大
気
汚
染
や
交
通
事
故
の
増
加

が
心
配
。
そ
ん
な
施
設
は
来
な
い
で
ほ
し
い
」
の
運
動
が

広
が
り
、
大
田
区
初
の
防
災
公
園
が
完
成
し
ま
し
た
。
３

・
11
東
日
本
大
震
災
の
日
、
地
域
の
み
な
さ
ん
の
被
害
の

状
況
の
把
握
や
、
相
談
ご
と
、
区
へ
の
要
望
な
ど
を
伺
う

活
動
で
ま
ち
を
回
っ
て
い
た
と
き
、「
怖
く
て
、
防
災
公

園
に
逃
げ
て
き
た
。
こ
の
公
園
が
あ
っ
て
本
当
に
よ
か
っ

た
」
と
涙
な
が
ら
の
声
を
聞
き
ま
し
た
。

大
田
区
内
の
業
者
が
知
恵
を
結
集

し
、
小
型
風
力
発
電
を
開
発

東
糀
谷
防
災
公
園
に
て



清水菊美のきくみみ日記④

津
波
対
策
は
急
務

　
津
波
発
生
時
に
浸
水
の
恐
れ
が
あ
る
地
域
に
住
む

皆
さ
ん
の
「
何
処
に
逃
げ
た
ら
い
い
の
か
？
」
の
不

安
に
応
え
、
避
難
ビ
ル
協
定
、
海
抜
標
識
の
設
置
、

４
つ
の
水
門(

貴
船
・
呑
川
・
東
糀
谷
・
南
前
掘)

廃
止
、
呑
川
護
岸
耐
震
工
事
な
ど
都
や
区
に
働
き
か

け
進
め
て
き
ま
し
た
。
呑
川
河
口
部
分
の
補
強
工
事

が
実
現
し
ま
し
た
。

　
避
難
マ
ッ
プ
作
成
な
ど
、
防
災
情
報
の
提
供
も
充

実
さ
せ
ま
し
た
。

　
住
宅
や
工
場
が
多
く
、
森
ヶ
崎
公
園
や
児
童
公
園

の
目
の
前
、
中
学
校
の
通
学
途
上
に
、
住
民
へ
の
説

明
も
な
く
突
然
、
遺
体
保
管
業
者
が
倉
庫
と
し
て
営

業
を
始
め
ま
し
た
。
町
中
に
不
安
と
怒
り
が
広
が
り

ま
し
た
。

　
清
水
菊
美
区
議
は
近
隣
住
民
と
と
も
に
反
対
署
名

運
動
な
ど
で
世
論
に
訴
え
、
区
議
会
で
繰
り

返
し
質
問
。
運
動
が
広
が
り
、
大
田
区
ま
ち

づ
く
り
条
例
が
改
正
さ
れ
、
新
規
施
設
営
業

の
際
の
説
明
会
開
催
、
駐
車
場
設
置
等
の
環

境
整
備
事
項
が
規
定
さ
れ
ま
し
た
。

放射線を測定

護
岸
耐
震
工
事
中
の
呑
川

遺
体
保
管
所
の
前
に
て

ま
ち
づ
く
り
条
例
を
改
正

護
岸
耐
震
工
事
実
現

み
ず
か
ら
放
射
線
測
定

　
福
島
第
一
原
発
事
故
後
、
放
射
能
測
定
を
行
い
、
ホ
ッ

ト
ス
ポ
ッ
ト
を
見
つ
け
、
汚
染
土
壌
の
取
り
替
え
を
実
施

さ
せ
ま
し
た
。
多
目
的
室
の
災
害
備
蓄
品
も
拡
充
さ
れ
ま

し
た
。

遺
体
保
管
業
者
の
営
業
問
題
で



「
い
の
ち
と
健
康
、平
和
を
守
る
」

こ
れ
が
清
水
菊
美
の
原
点
で
す

管
理
栄
養
士
と
し
て

　
　
医
療
・
介
護
の
現
場
で
₂₅
年

病
い
や
障
が
い
を
持
つ
人
に
寄
り
添
っ
て

　

「
厳
し
い
食
事
制
限
、
合
併
症
の
不
安
、
生
き
る
希
望
も
な
い
」
と
涙
を
流
す

患
者
さ
ん
を
励
ま
す
食
事
指
導
に
努
力
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
癌
の
末
期
の
方

や
後
遺
症
で
飲
み
込
み
に
く
く
な
っ
た
方
に
も「
一
口
で
も
食
べ
ら
れ
る
も
の
を
。

食
事
は
生
き
る
希
望
」
と
、
病
院
・
診
療
所
・
介
護
施
設
で
の
食
事
づ
く
り
を
し

て
き
ま
し
た
。

　

「
糖
尿
病
や
高
血
圧
は
飲
み
す
ぎ
、
食
べ
す
ぎ
、
自
己
責
任
の
よ
う
に
言
わ
れ

る
が
、仕
事
、生
活
、経
済
的
事
情
、ス
ト
レ
ス
、遺
伝
な
ど
な
ど
の
原
因
が
あ
る
。

病
気
に
な
り
た
く
て
な
る
人
は
一
人
も
い
な
い
」
の
思
い
で
、
相
次
ぐ
医
療
改
悪

に
反
対
し
、
い
の
ち
・
健
康
を
大
事
に
す
る
社
会
へ
と
、
職
場
の
仲
間
、
患
者
会
、

地
域
の
み
な
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て
き
ま
し
た
。

　

「
病
に
倒
れ
、
障
が
い
を
持
ち
、
声
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
な
い
人
々
の
代
わ

り
に
働
く
議
員
に
な
っ
て
」
の
声
を
忘
れ
ず
に
働
い
て
き
ま
し
た
。

区民の命と健康を守るために、だれもが受
けやすい健診の充実、がん検診の拡充など
議会で絶えず提案

　大田病院で25年働いてい
た清水さんは、医療・福祉の
専門家です。よく調査し、提
案・実現を貫き、弱いものの
立場に立って働いている姿は
力強く、区議会議員として欠
かせない人材です。
 大田病院院長　田村　直



日
本
共
産
党
に
入
党

米
軍
機
墜
落
事
故

「
日
本
は
平
和
で
な
か
っ
た
」と
知
り

　

１
９
７
７
年
９
月
27
日　

米
海
兵
隊
フ
ァ
ン

ト
ム
が
横
浜
市
緑
区
に
墜
落
、
９
人
が
死
傷
、

１
歳
・
３
歳
の
幼
児
が
死
亡
し
た
大
事
故
。
短

大
に
通
っ
て
い
た
清
水
菊
美
は
、
翌
日
偶
然
通

り
か
か
っ
た
池
袋
駅
東
口
で
生
ま
れ
て
初
め
て

「
赤
旗
」
新
聞
を
買
い
ま
し
た
。
こ
ん
な
恐
ろ

し
い
こ
と
が
お
き
る
の
は
、
安
保
条
約
の
下
、

日
本
の
空
は
米
軍
が
優
先
し
て
飛
行
し
て
い
る

か
ら
だ
と
知
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
日
本
共
産

党
が
戦
前
か
ら
命
が
け
で
戦
争
反
対
を
し
て
き

た
こ
と
を
知
り
入
党
、
20
歳
で
し
た
。

　

体
中
包
帯
で
ぐ
る
ぐ
る
巻
き
に
な
り
、
鳩
ぽ

っ
ぽ
の
歌
を
う
た
い
、
パ
パ
マ
マ
バ
イ
バ
イ
と

言
っ
て
亡
く
な
っ
た
子
ら
と
長
期
の
苦
し
い
治

療
の
後
に
亡
く
な
っ
た
お
母
さ
ん
の
こ
と
を
、

決
し
て
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。
清
水
菊
美
の
原

点
で
す
。

清水菊美のプロフィール
● 1957年静岡県下田市生まれ。
東京家政短大卒
● 1978年大田病院に就職、管理
栄養士として医療現場に25年
● 2003年から大田区議会議員
３期、保健福祉委員／交通問
題対策特別委員会委員長
 《家族》夫、２女
 《趣味》茶道、映画・演劇鑑賞、
山歩き
 【活動地域】大森東４・５丁目、
大森中、大森南、東蒲田、北糀谷、
東糀谷

　清水菊美区議は伊豆　下田の農家に生まれまし
た。お父さんが丹精をこめて育てた菊の値段は市場
で１本たったの３円。悔しさのあまり娘の名前を「き
くみ＝菊三」と名づけようとしましたが、
お母さんの「美しく育ってほしい」との思
いを重ね合わせて「菊美」になりました。

菊美と名づけた親の思い

犠牲者をモデルとした「愛の母子像」
 = 港の見える丘公園



きくみみ
を大切に区民の願い実現へ

清水菊美のお約束
■　 防災対策の充実、津波避難ビル協定の推進、民間の住宅耐震
不燃化促進

■　特養ホームの増設などだれでも入れる介護施設の増設
■　障がい者の緊急あずかりグループホーム拡充
■ 　国保料、介護保険料の値上げストップ
■　がん検診無料化の復活
■　 商店・工場のリフォーム制度の新
設、公契約条例の新設

■ 　認可保育園の増設で、子育て応援

消費税　10％への増税は
許しません
貧困 ･格差の拡大　「国
民の暮らしをあたため日
本経済を再生する道」に
転換します
集団的自衛権　憲法九条を守り､ 戦争する国づく
り許しません。子どもたちに ｢日本の戦争は正し
かった｣と教える中学校教科書は、使わせません。
原発　再稼働ストップ、自然エネルギーへの転換。
大田区の技術を生かします
米軍基地　 ｢オール沖縄」の声を踏みにじる辺野
古への米軍新基地建設は許しません。

＊ 　 幼稚園保護者負担軽減、いじめ問題対策、教育費の負担軽減、
少人数学級の増進。小規模校廃止はさせません。

＊　侵略戦争を美化する中学校の教科書押し付けは許しません。
＊　 ブラック企業、ブラックバイトを規制させます。

安心の子育て・教育・若者雇用へ

Ⓒカクサン部 ！

安倍暴走政治
ストップへ

躍進した力でさらに
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発行　大田民報社　大田区北馬込１－４－12　佐藤方 日本共産党大田地区委員会の見解を紹介します｡


